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運
動
の
成
果
を
確
認
し
よ
う 

現
時
点
で
、
保
育
所
職

員
に
つ
い
て
「
雇
用
継
続

が
で
き
て
い
な
い
」
な
ど

の
問
題
の
あ
る
保
育
所
は

あ
り
ま
せ
ん
。
保
育
の
質

と
仲
間
を
守
る
運
動
は
着

実
に
進
ん
で
い
ま
す
。 

新
業
者
の
選
定
に
あ
た

っ
て
は
、
保
護
者
、
保
育

所
職
員
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
業
者
選
定
委
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 機

構
本
部
交
渉
、
ピ
ジ

ョ
ン
交
渉
、
グ
ル
ー
プ
窓

口
、
支
部
交
渉
の
大
き
な

成
果
で
あ
る
こ
と
に
確
信

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

こ
の
間
私
た
ち
の
運
動

で
、
大
臣
答
弁
を
受
け
、

機
構
も
応
募
の
機
会
を
設

け
、
責
任
は
機
構
本
部
・

機
構
理
事
長
に
あ
る
と
の

回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ピ
ジ
ョ
ン
交
渉

で
は
賃
金
引
き
上
げ
、
移

行
に
あ
た
っ
て
の
補
償
を

さ
せ
、
雇
用
継
続
・
労
働

条
件
維
持
に
つ
い
て
も
次

の
受
託
業
者
に
は
た
ら
き

か
け
る
と
い
う
確
認
を
結

ん
で
い
ま
す
。 

特
に
、
支
部
交
渉
で
は
、

保
育
所
職
員
、
保
護
者
、

支
部
で
の
話
し
合
い
が
で

き
、
Ｏ
Ｂ
含
め
病
院
全
体
、

地
域
も
巻
き
込
ん
だ
運
動

と
な
り
、
２
つ
の
大
き
な

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

一
つ
は
、
病
院
長
に
保

育
所
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
、
院
内
保
育
所
へ
の

責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

少
な
く
と
も
関
心
は
持
た

せ
る
こ
と
が
で
き
、
病
院

長
の
院
内
保
育
所
へ
の
思

い
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

二
つ
目
は
、
保
育
所
で

働
く
仲
間
、
保
育
所
を
利

用
す
る
保
護
者
の
仲
間
が

増
え
た
こ
と
で
す
。
組
織

が
拡
大
・
強
化
さ
れ
、
一

緒
に
運
動
を
進
め
る
力
強

い
絆
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
後
の
と
り
く
み 

ま
ず
は
採
用
内
定

を
必
ず
取
ろ
う
！ 

保
育
所
職
員
、
保
護
者

は
、
い
ま
不
安
や
不
満
を

感
じ
て
い
ま
す
。
支
部
か

ら
声
を
か
け
、
不
安
や
思

い
を
聞
い
て
解
決
策
を
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 保

育
所
職
員
の
採
用
内

定
ま
で
は
、
三
者
（
保
育

所
職
員
・
保
護
者
・
支
部
）

で
の
情
報
交
換
を
深
め
、

賃
金
・
労
働
条
件
の
内
容

や
内
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
施
設
に
確
認
さ
せ
、

岸田委員長あいさつ 

２
０
１
７
年
10
月
20
日
現
在
、
９
割
近
く
の
院
内
保
育

所
で
新
た
な
委
託
先
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
「
保

育
の
質
」
と
「
保
育
所
職
員
の
雇
用
」
の
継
続
に
向
け
て
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
運
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
習
リ
ー
フ
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
三
者
（
保
育

所
職
員
・
保
護
者
・
支
部
）
の
と
り
く
み
を
強
め
運
動
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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す
み
や
か
に
内
定
通
知
を

出
す
よ
う
要
求
さ
せ
ま
し

ょ
う
。 

本
部
・
地
方
協
は
、
新

業
者
に
対
し
、
今
い
る
職

員
の
採
用
、
労
働
条
件
・

就
業
規
則
の
提
示
な
ど
さ

せ
る
よ
う
要
求
し
ま
す
。 

機
構
本
部
と
の
交
渉
を

12

月
以
降
に
配
置
し
ま

す
。
ピ
ジ
ョ
ン
と
の
団
体

交
渉
は
、
12
月
10
日
（
日
）

に
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

地
方
協
代
表
の
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
支
部
か
ら
も
施

設
に
対
し
、
新
業
者
が
す

み
や
か
に
職
員
の
採
用
、

労
働
条
件
・
就
業
規
則
な

ど
の
提
示
を
す
る
よ
う
要

求
し
ま
す
。 

支
部
団
交
で
要
求
し
た

こ
と
や
、
約
束
し
た
「
今

の
保
育
の
質
」
を
引
き
継

げ
る
業
者
な
の
か
情
報
収

集
す
る
よ
う
要
求
し
ま
す
。 

さ
ら
に
保
育
所
職
員
へ

は
、
ど
の
よ
う
な
業
者
な

の
か
、
労
働
条
件
、
就
業

規
則
な
ど
へ
の
不
安
が
あ

っ
た
ら
、
す
ぐ
に
支
部
に

相
談
す
る
よ
う
に
呼
び
か

け
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
雇

用
承
諾
を
す
る
場
合
は
、

必
ず
支
部
に
確
認
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

採
用
内
定
後
は 

新
委
託
先
に
対
し
、

労
働
組
合
通
告
を

行
い
ま
す 

労
働
組
合
は
、
憲
法
28

条
「
労
働
組
合
法
」
で
定

め
ら
れ
た
組
織
で
す
。 

全
医
労
は

70

年
に
も

お
よ
ぶ
歴
史
あ
る
労
働
組

合
で
あ
り
、
院
内
保
育
所

は
全
医
労
の
運
動
に
よ
っ

て
守
り
、
改
善
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
確
信

を
持
っ
て
新
業
者
に
労
働

組
合
通
告
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
採
用
内

定
確
認
後
、
本
部
よ
り
追

っ
て
指
示
し
ま
す
。 

労
働
組
合
通
告
後
は
、

支
部
・
本
部
・
地
方
協
で

連
携
し
な
が
ら
運
動
を
進

め
ま
す
。 

支
部
は
、
①
職
員
の
賃

金
・
労
働
条
件
、
保
育
内

容
、
保
育
の
質
な
ど
に
つ

い
て
、
新
業
者
と
の
窓
口

協
議
・
交
渉
を
行
い
ま
す
。 

②
建
物
の
安
全
、
維
持
・

管
理
に
つ
い
て
、
契
約
内

容
（
金
額
や
採
用
人
員
な

ど
）
に
つ
い
て
、
施
設
と

窓
口
協
議
・
交
渉
を
行
い

ま
す
。 

本
部
・
地
方
協
は
、
各

支
部
と
保
育
所
、
新
業
者

の
情
報
収
集
や
共
有
を
行

う
と
と
も
に
、
各
支
部
へ

の
情
報
提
供
、
協
力
・
援

助
を
し
て
い
き
ま
す
。 

各
支
部
に
お
け
る
交
渉

が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、

本
部
・
地
方
協
も
支
部
と

と
も
に
援
助
・
協
力
体
制

を
取
っ
て
進
め
ま
す
。 

今
回
の
よ
う
に
業
者
が

変
わ
る
こ
と
に
よ
る
雇
用

の
不
安
や
保
育
の
質
の
維

持
へ
の
不
安
が
な
い
よ
う

「
病
院
直
営
保
育
所
」
を

め
ざ
し
た
と
り
く
み
も
引

き
続
き
す
す
め
て
い
き
ま

す
。 

 

                   

直営の院内保

育所をめざして

いこう！ 

ピジョン交渉 

＊12月 10日（日） 

11：00～打合せ 

13：30～交渉 

＊全医労会館にて 

＊各地方協代表 1 名の

出席をお願いします 
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三
者
の
と
り
く
み

を
強
化
し
よ
う 

大
切
な
子
ど
も
を
守
り

育
む
た
め
に
は
、
保
育
所

職
員
・
保
護
者
・
支
部
の

信
頼
と
協
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
職
員
の
採
用
内
定

後
も
、
こ
の
三
者
の
と
り

く
み
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。 三

者
委
員
会
は
、
最
低

で
も
年
２
回
の
保
育
委
員

会
前
後
に
開
き
ま
し
ょ
う
。 

日
常
の
連
携
と
し
て
は
、

①
保
育
所
職
員
と
保
護
者

を
支
部
の
執
行
委
員
と
し

て
迎
え
入
れ
ま
し
ょ
う
。

②
保
護
者
会
に
支
部
か
ら

参
加
し
ま
し
ょ
う
。
③
情

報
交
換
を
行
い
、
問
題
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
窓
口
を

開
き
、
施
設
・
新
業
者
へ

協
議
を
申
し
入
れ
ま
し
ょ

う
。 

組
織
を
拡
大
・
強
化

し
よ
う 

こ
れ
ま
で
は
、
本
部
と

ピ
ジ
ョ
ン
が
交
渉
し
、
賃

金
・
労
働
条
件
等
を
改
善

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
支
部
が
そ
の
役
割

を
発
揮
す
る
と
き
で
す
。

支
部
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
必

要
で
す
。 

労
働
組
合
員
だ
か
ら
こ

そ
、
雇
用
が
守
ら
れ
、
要

求
前
進
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
対
話
を
進
め
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
保
育

所
職
員
・
保
護
者
を
仲
間

に
迎
え
ま
し
ょ
う
。 

安
心
し
て
子
ど
も
を
あ

ず
け
ら
れ
る
院
内
保
育
所

を
守
る
た
め
、
三
者
の
つ

な
が
り
を
強
化
し
て
、
引

き
続
き
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。 

  

      

           

                 

                                  

                                  

新業者決定 

業者の職員・保護者説明会 

施設から支部へ説明 

 

採用内定 

ピジョン交渉 

 

 

機構本部交渉 

労働組合通告 

ピジョン→新業者引き継ぎ 

 

 

新業者の元で保育開始 

（全医労） 

＊施設に業者の情報収集依頼 

 保育継承させることを再確認 

＊採用内定を遅くとも年内に出

すよう施設から新業者に要求

するよう求める 

＊保育所職員・保護者に声かけ 

 不明・不安な点は施設から確

認することを要求 

 

 

 

 

 

＊新業者との窓口・団交 

＊施設との窓口・団交 

（保育所） 

＊説明会で不明な

点を新業者・ピジ

ョンへ質問 

＊支部へ情報提供 

＊雇用承諾意思表   

示 

（保護者） 

＊説明会で今まで

の保育を継承で

きるかなど、質

問・要望する 

＊支部へ情報提供 

三者の情報交換、とりくみ強化 

 今後のスケジュール  

10月 

 ～  

11月 

 

11月 

 ～  

12月 

 

12月 

 ～  

3月 

 

 

4月 
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支部・保護者・保育園の連携を強め、保育と雇用の
継承、賃金・処遇を確保しよう！！ 

 

関信保育所交流集会は、9 月９日（土）、全医労会館ホールにて、11 園 31 名の参加で開催

されました。 

集会では、来年４月からの保育所運営委託先変更という情勢の中、保育の継承と保育所職員の雇用と賃金

処遇を確保するための意見交換と意思統一を行いました。 

木村（宇都宮・なかよし）小関（犀潟・さくらんぼ）両部会委員の進行により、大津部会委員（水戸・つ

くし）の開会挨拶に始まり、深津会長（相模原・たんぽぽ）、中丸本部副委員長、吉崎地方協書記長の挨拶、

齋藤事務局長（下志津・こじか）の基調報告、各地区部会員の報告の後、全体討論をおこないました。 

基調報告では、今年４月から委託先が変更になった４園の状況を始め、ピジョン委託終了・委託先変更と

いう機構本部方針発表以降の経過と各支部・各園の状況、今後の取り組み方について提起されました。 

討論では、各園・各支部の現状と取り組み報告、質疑・応答で、今後の取り組みの意思統一を行いました。 

参加者アンケートは「保育園以外の方の参加が有り嬉しかった」「組合員で居ることの大切さを改めて感じた」 

「あきらめないで直営を追及したい」「病院を追及し団交で約束したことを委託先に守らせたい」「１つの目

標に向かった意見交換でとても有意義だった」「やることがより鮮明になった」「どの園も頑張っている姿に

感動した」など、積極的な感想ばかりでした。 

最後に、「全医労の基本要求は院内保育園の直営化」「様々な不安はあると思うが、職場に残り、保育を守

って、職員の処遇も確保する！新しい委託先との交渉も見すえ、支部・保護者・保育園が連携して、組合員

拡大と組織強化を進めよう」と吉崎書記長がまとめ、中丸副委員長・前園書記次長の補足発言と深津会長の

挨拶で集会を終えました。 

みなさん、お疲れ様でした。 

 支部・保護者・保育園が一体となった運動で、病院側・機構本部を追及し、保育園の円滑な移行と充分な

条件を確保し、来年もみんなでお会いしましょう。 

（2017年9月 11日付 速報！！ぜんしんNO.1101より） 

2017 年度関信保育所交流集会報告 


